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成果の概要／嶺本和沙 

 

1. 研究集会の概要 

 European Conference on Visual Perception は、ヒトの知覚・視覚に関する研究集会

で、1978 年より毎年ヨーロッパで開催され、本年は第 47 回目の開催でした。視知覚

系分野では大規模な学会として知られており、ヨーロッパの研究者だけでなく、世界

中からヒトの知覚・視覚・認知を専門とする研究者が参加しています。本年は、5 日間

にわたり対面のみで開催されました。 

 

2. 発表の概要 

 私は、「順応前後の顔分類画像の評価（英文：Evaluations of face classification 

images before and after adaptation）」というタイトルで、ポスター発表をいたしまし

た。本研究は、経験によって私たちの顔の知覚が変化する「順応」という現象をテー

マとしています。顔の順応は、表情・人種・魅力度といった様々な顔の情報について

頑健に起こることが広く知られていました。しかしながら、顔は画像刺激であり、私

たちは顔の心的イメージである「表象」を内的に有すると考えられているにもかかわ

らず、これまでの研究方法は、参加者の主観的な評定値（例：魅力度）や主観的な判

断（例：呈示された顔が喜び表情に見えた割合）が順応前後でどのように変化するか

という数値に基づいた推測がされていました。本研究では、近年私たちの内的な視覚

イメージを画像化する方法として着目されている「逆相関画像分類法（reverse 

correlation image classification; RCIC）」を用いて、順応前後の顔の内的表象について

も画像で可視化することができることを示しました。さらに、可視化した画像を、

RCIC を用いた実験の参加者群とは別の参加者に評価してもらうことで、顔の順応の

変化が他者からも観察可能な形で画像化できることを示しました。 

 

3. 成果の概要 

ポスター発表では、多くの研究者に立ち寄って議論をしていただき、有意義なご意

見を頂くことができました。RCIC や顔画像を使用している研究者とは、実験を計

画・実施する際のコツや注意していることなど、論文からは得づらいながらも、研究

を進める上で重要な情報を交換することもできました。大規模な国際学会に参加し、

多くの最新の研究成果に接することができたことは、研究の立ち位置を再確認すると

ともに新たなアイディアなどを得る有益な機会となりました。 

研究者同士の繋がりを構築することも重要であると考え、議論後に連絡先を交換し

たり、日本人の方とは近く国内で行われる予定の学会でお会いすることを約束して別

れたりと、継続的な関係を意識して参加いたしました。本集会で得られた新たな知見

や人とのつながりを、今後の研究へと繋げていけるよう尽力いたします。 


